
　今年も７月下旬ごろから、「もりやま湖畔のいちじく」
の販売を開始します。
　メロンやぶどうに引けをとらない糖度で、特に上品
でコクのある甘さが特徴です。
　また、「もりやま湖畔のいちじく」は、「環境こだわり
農産物」として通常より手間をかけ、琵琶湖にも人にも
やさしい農業に取り組み、生産しています。
　上品な甘さと、とろける食感が楽しめる初夏の自然
のスイーツをぜひお買い求めください。
時７月下旬～（予定）
所JAレーク滋賀ファーマーズマーケット おうみんち、
　その他市内販売店
他品種：桝

ます
井
い
ドーフィン、バナーネ、ビオレソリエス

　�詳しくは、右記Instagramをご覧ください。

　下之郷遺跡は、地中から動物や草、木、虫、魚などがたくさん発見されていて、弥生時代の
タイムカプセルともいわれています。今回は、弥生人の生活や環境を学ぶため、身近にある動
植物の観察やものづくりの体験をします。

対小学生。保護者も参加可。
他・汚れてもよい服装でお越しください。
　・送迎は保護者でお願いします。
申各第1回開催日の前日までに電話またはファクスで上記へ。

もりやま湖畔のいちじく振興協議会からお知らせ

下之郷史跡公園 夏休み体験教室

問農政課　 ・有（582）1130　 （582）6947

問下之郷史跡公園　 （514）2511（火曜日、祝日の翌日は休館）

今浜いちじく部会
Instagram

・弥生の草花標本づくり　講星
ほし
野
の
 央
ひさ
子
こ
さん（けいはんな記念公園）、土

つち
山
やま
 博
ひろ
子
こ
さん（稲と雑穀の会）

・古代の染織り体験　講立
たて
石
いし
 文
ふみ
代
よ
さん（弥生織りの会）、林

はやし
 益
ます
代
よ
さん（弥生織りの会）

時・連（午前10時～正午） 内容 費用 定員

７月29日（水） ・遺跡から見つかった植物の紹介 
・弥生の草花採集 300円（材料代） 15人

８月19日（水） 草花標本づくり

時・連（午前10時～正午） 内容 費用 定員

8月3日（月） ・かいこの「マユ」から糸取り 
・古代の染色 300円（材料代） 20人

８月24日（月） 「マユ」クラフト

今年もいちじくの季節がやってきた糖度は糖度は
15度15度
以上！以上！
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https://www.instagram.com/kohanno_ichiziku?igsh=MWk5enV0andldmE0dA==

